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男� 女�

65歳以上（17.4％）�

15～64歳（68.1％）�

0～14歳（14.6％）�

第２次世界�
大戦の影響�

61歳：日中事変の動員による�
　　　昭和13、14年の出生減�

54,55歳：�
　終戦前後における出生減�

34歳：昭和41年のひのえうま�

51～53歳：�
　昭和22～24年の第1次�
　ベビーブーム�

26～29歳：�
　昭和46～49年の第2次�
　ベビーブーム�

総務省統計局の「国勢調査」によれば、平成１２
年１０月１日現在の我が国の総人口（日本に常住し
ている外国人を含む。）は１億２６９３万人である。
これは、平成１１年から１２年までの１年間に２４万

人増加したことになる。
人口の年齢構造をピラミッドに表すと、各年代

の社会情勢の影響を受けた出生と死亡の変動が明
らかに刻まれている。
戦後の昭和２２年から２４年生まれの第１次ベビー

ブーム期と、４６年から４９年生まれの第２次ベビー
ブーム期の２つのふくらみが特徴的であり、その

後は出生数の減少でピラミッドのすそは年々狭ま
り「ひょうたん型」となっている。
総人口の年齢３区分別人口割合の年次推移を見

ると、第２次ベビーブーム期以降の出生数の減少
傾向と死亡状況の改善による高年齢層の増加か
ら、０～１４歳の年少人口割合は減少し、６５歳以上
の老年人口割合の増加は著しく、平成１２年は、そ
れぞれ１４．６％、１７．４％となり平成９年に老年人口
が年少人口を上回り、拡大している。１５～６４歳の
生産年齢人口割合は平成４年をピークに減少して
いる。
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平成１２年の人口は１億２，６９３万人 増加を続ける老年人口

我が国の人口ピラミッド－平成１２年１０月１日現在－

資料：総務省統計局「平成１２年国勢調査」、人口は総人口（年齢不詳按分済み人口）
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